
環太平洋エネルギー鉱物資源会議に出席して

我が国の人口は間もなく1億 1千万を越えるという。

明治 5年には 3480万人であったから,百年間で約 3倍

に増加したことになる。これは日本に限ったことではな

く,人 口増加は世界的現象である。世界の人口は 1850

年には 11億に過ぎなかったが, 1950年 には 25億 ,

1975年には 38億に達しようとしている。 しかも, そ
の増加率は衰えるどころか上昇を示し,人 口爆発と呼ば

れ,こ のまま放置するならば食料も土地も不足すると警

鐘が打たれている。

人口の増加とともに,人類の経済活動が加速度的に拡

大されている。そのために消費されるエネルギー鉱物資

源の量もまた加速度的に増大している。人類は今日地上

に降り注ぐ太陽エネルギーの総量の 1万分の 1,つまり

1010カ ロリーのエネルギーを消費しているとの推算が行

なわれている程である。人類はこの膨大なエネルギー源

のほとんどすべてを化石燃料に求めて来た。すなわち,

大古の動植物の遺骸の一部が地中に埋もれ,地下数 km
の深所で数千万年, 数億年の長年月を要して石炭 。石

油 。天然ガスに変化したものを,ふたたび地下から掘り

出して来て燃ゃしているわけである。また,我々の生活
に欠かすことのできない製品の原料も,その多 くを地下

資源に仰いでいる。鉄・ニッケル・ コバル トなどの鉄金

属,銅 。鉛・亜鉛・ アルミニウムなどの非鉄金属,金・

銀 。白金等の貴金属など,金属のすべては鉱物資源を製

錬することにより得ている。陶土・陶石・ シリコン◆燐

等の非金属資源の多 くも地下から掘り出して来る。化石

燃料の次にエネルギー資源の主役になると期待されてい

るウランもまた鉱物資源である。これらの鉱物資源は,

地表における風化・堆積作用,地中における火成活動 ,

熱水作用により,数千万年,数億年の才月を要して生成

されたものである。

化石燃料と鉱物資源は現在もこの地球上で出来つつあ

る。しかしながら,その生成速度は微々たる ものであ

り,それらが人類にょって採掘され費消される速度に比

するならば零に等しい。とすると,これらの資源が有限

であることは自明の理である。地下資源の生成速度に比

べれば成長速度の極めて早い森林資源ですら,大量消費

される今日では,切 り倒される速度の方が逢 かに凄 じ

く,昔訪れた山奥の美林が見る影もなくなっているのに

驚かされることが多い。一度採掘されてしまえば再生の

東 (地質)

出来ない地下資源だけに,も し我々が地中を,X線写真

を見るように,透視し得る能力を具えているならば,恐
らくぞっとすることであろう。

エネルギー鉱物資源は有限である。増加し続ける人口

と,政治体制の如何を間わず増大し続ける人間の経済活

動を維持するためにこの有限の資源の消費も急テンポで

進んでいる。この状態で進むならヤざ,地下資源の枯渇す

る年数は予想以上に早 くなるであろう。とくに,石油・

ウランは無いに等しく,ま た他の地下資源も不足 し,大部

分を輸入に頼っている経済大国日本の前途は容易ならざ

るものである。石油の輸入一つでも停止すればどうなる

かは,オ イルショックで嫌という程の経験をさせられた。

このような情勢の下で,第 1回環太平洋エネルギー鉱

物資源会議が,去る8月 26～ 30日 に,ホ ノルルにおい

て開催された。会議の目的は環太平洋地域のエネルギー

鉱物資源の研究,探査,開発に従事 している地球科学者

と技術者が一同に会し,経済・環境・地質・地球物理の

各観点からの研究並びに開発と探査の実際について,現
在各lElが持っている情報を交換し合い,資源をより有効

に活かす道を協力して求めようとい う点にある。会議に

は日本を含めた極東諸国, ソ連, 東南アジヤ諸国, 濠

州,ニ ュージーランド,南北両ァメリカ諸国 その他 30

ケ国から, 約 800人 の出席を見る盛況で, 資源問題に

集まる各国の関心の深さを示すものである。会議は一般

的問題の討議の後,石油 。天然ガス・石炭・鉄および非

鉄金属鉱物・非金属鉱物・地熱エネルギー・地下水の各

専門部会にわかれ,総計125に 達する講演が行われた。

会場は 4室にわかれたので,全部を聴 くことは不可能で

あるが,自 分の専門に近い石炭と炭化水素を中心に,地下

水・地熱・鉱物とできる限り覗いて見た。また,Hilton
Hawaiian Village内 にある会議場の広い ホールには

種々の展示が並び出席者の足を止めた。

地下資源の研究と探査開発の基本になるものは正確な

地質図 (Geological Map)で ぁる。地質図には単に岩石

の分布だけではなく,岩石・地層の相互関係,地質時代,

構造などが地質学の一定の約束に従って描かれている。

従って,地質図を読むことにより,地下の様子や未開発

地域の地質を推定することが可能である。環太平洋地域

は南西・北西・北東・南東・南極の5地区に分けられ,

それぞれの地区毎に地質図編集委員会にょり200万分の
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